
１
NPO 法人髙瀬蔵(平成 24 年 7 月１日発行)

会報 Vol.30

◆◆◆ おかげさまで開館 7 周年 ◆◆◆

6 月 9日（土）に開催した第 8 回目となる高校生デパー

ト「若蔵」、5月下旬より開幕した花しょうぶまつりでし

たが、開花の遅れで 6月 2 日のメインイベント頃からこ

の若蔵にかけて最も花の見頃にあたり、客足の多さに高

校生スタッフも大忙しだったようです。4日の裏川での広

報活動でも各部の素晴らしい演奏、演舞で大いに高校生

デパートの宣伝ができ、若蔵当日も天気に恵まれ、各校

の生徒たちの若さ、やる気、元気で蔵の中はこれまでに

なく盛り上がりました。仕入商品を完売した学校もあり、

閉店時間を迎える頃には、疲れも出てきてはいたものの

最後の撤収まで機敏な動きは見事でした。最後の戸締り

をする時の静寂をさびしく感じたのは私だけ？

又、来年お楽しみに！ （商店会イベント部会）

いらっしゃいませー！の掛け声 手作りいちごジャムの試食をどうぞ！



花しょうぶまつり窯元展は、今回で 8 回目とな

りました。入場者数は 6,500 人位で昨年より減少

し、また売上も昨年より 20％ほど少なくなりまし

た。前半は花が三部咲き程度で客足もにぶかった

のですが、期間終了時には花も咲きそろい、それ

に併せてお客さんの数も増えてきました。髙瀬蔵

付近の花があまり咲いていなかった為か、人の流

れが下流に向かい、髙瀬蔵を訪れない方がいたの

ではないかと感じました。やきものの魅力で人を

呼べればいいのですが、花の魅力にはかなわない

ようです。

来年度もぜひ開催したいと思っていますが、い

かにして髙瀬蔵方面へもお客さんを呼ぶことが

出来るかが課題だと思っています。

荒尾玉名地域窯元振興会 事務局長 中村秀昭

5 月 25 日から 31 日まで玉名物産振興協

会主催による「玉名観光と物産展」を開催

しました。お菓子から海産物・工芸品まで

玉名を代表する匠11店舗が髙瀬蔵に集結。

今年は、花しょうぶの開花が遅かった

分、心よりのおもてなしをいたしました。

来年もたくさんのお客様をお待ちしてお

ります。

（玉名物産振興協会）

5 月 19 日から 24 日、「押花展と体験会」を開催。

寒い日が続き、しょうぶの開花が遅れ、残念ながら

展示会開催中に開花してくれませんでした。来場者

も少なく、寂しい展示会となってしまいました。

それでも、来場者の方は、押花の美しさに驚かれ、

説明を聞いて下さり、心の癒しになったと言って下

さいました。小さな教室のイベントではあります

が、１人でも喜んで下さる方がいらっしゃる限り、

思いを込めて作品づくりを続けていきたいと思い

ます。

押花サークル「ルピナスの会」

吉村 美津子



本年度、第 1 夜（5 月 24 日）は、「高瀬と西南戦争」をテーマとして、玉名観光ガイ

ドの会、川島正氏に、話題提供をいただいた。西南戦争での高瀬の戦いで、薩摩軍は政

府軍を包囲し、勝利を掴みかけていたのに、なぜ後退したのか。また、高瀬は西南戦争

とどのような関わりがあったのかについて、貴重な資料をもとに話していただいた。

第 2 夜（6 月 20 日）は｢古文書で読み解く、島津の殿様御茶屋にお泊まり｣をテーマ

に玉名歴史研究会、古文書研究家の中山博之氏により、話題提供をいただいた。島津の

殿様が江戸に上られる際に、現玉名市から南関町を経由して行かれたとの事。また、当

時、玉名、南関には御茶屋があり、そこに一行宿泊されていたとの資料を基に紹介して

いただいた。玉名、南関の街道が当時使用されていた事実が古い文献に記されてあり、
悠久の歴史を感じ得た一夜となった。

第１夜「高瀬と西南戦争」 第２夜「古文書で読み解く、
島津の殿様御茶屋にお泊まり」

（文化部会）

多くの人で賑わった髙瀬商店街

5 月 25 日から 6 月 9 日までの期間、第 22

回目となる髙瀬裏川花しょうぶまつりが開催

されました。写真は 6 月 2 日のまつり当日の

歩行者天国となった髙瀬商店街の模様です。

普段は人通りも少ない商店街がごった返す

賑わいとなりました。

髙瀬まちづくり協議会の修景事業の取組み

により、歴史を感じさせる風情あるまちなみ

の再生が進められています。将来、多くの来

街者により、商店街が活気づき活性化するこ

とを願います。

（事務局Ｇ）



5 月 18 日（金）、ＮＰＯ法人髙瀬蔵の平成 24 年度通常総会を開催しました。

正会員 142 名中 32 名の出席（委任状 59名）のもと事務局から平成 23 年度の事業報告・収支決

算、平成 24 年度事業計画・収支予算の 2 議案を提案し、原案どおり議決しました。

総会終了後、懇親会にて会員の交流を深めました。 （事務局Ｇ）

あの東日本大震災から早くも１年。

多くの人命を失った 3.11 震災の風化を防ぐ

こと、そして巨大な震災の中で人々はどのよ

うに生活し、何を思ったか。

“市民が記録した写真を後世に残す”ことが

自らの役割との想いから「ＮＰＯ法人 20 世紀

アーカイブ仙台」が、全国で開催している写

真パネル展。

ＮＰＯ法人髙瀬蔵もこの趣旨に賛同して、

髙瀬蔵において４月 7 日から 21 日までの 15

日間開催しました。

（事務局Ｇ）
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